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第76回日本放線菌学会学術講演会で出席者と懇談する大村智・北里大特別栄誉教授＝2025年

11月1日、 大村智記念ホール

大村智・北里大特別栄誉教授がイベルメクチンの発見・薬品開発の功績により、 2015年に

ノ ーベル生理学・医学賞を受賞してから10年が経ったのを記念し、 北里大大村記念ホ ー ル

にて11月1日、 第76回日本放線菌学会学術講派会が開催された。 大村教授を含む約10人

が壇上に立ち、 放線菌研究やイベルメクチンの現状について語った。 会場参加者とオンライン

参加者を含めると約100人が壇上からの報告を聞き入った。「市民講座」として研究者以外

にも門戸を開いた講座で最後は大村教授がイベルメクチンどに関し、 市民の質問に答える機会

もあった。

元国立感染症研究所研究員が「放線菌とノ ーベル賞街道」と題して大村教授らの功績を

紹介した。放線菌はイベルメクチンだけでなく、ストレプトマイシンも生み出していることから、「抗

生物質の宝庫」であることを強調した。

さらに微生物化学研究所の松本厚子研究員は「日本人はずいぶんと昔から微生物を盛ん



微生物にもDNA 言語

適応外処方拡大「私も願う」―大村氏











佐賀の久保田史郎氏





久保田医師は「根拠のない俗説で、 出生後の乳児の体重減は5％までしか許容してはならな

いが、 実際は、 この俗説ゆえに15％まで容認している医療機関も多いことが大きな問題だ」と

している。

　いずれにせよ、 久保田医師の問題提起を産科の臨床医は受け止めた上で、 新生児にとっ

て最善な環境を再検討すべきではないか。 現在の新生児管理法の歴史はまだ浅く、 産湯や

乳母が管理していた長い人類の歴史に学ぶべきものもあるのではないか。

発達障害児の治療に当たる側の医師の意見はどうか。

　ストレスケア日比谷クリ ニック（千代田区有楽町）院長で、 多くの発達障害児の治療をしてき

た精神科の酒井和夫医師は「発達障害の原因としては、 遺伝、 農薬など環境要因などが検

討されてきたが、 久保田医師の指摘が最も説得力があるように感じる」と話している。 酒井医

師も発達障害は「個性の一つ」という見解を認めつつ、「生涯にわたって『生きづらさ』を抱

える例が多い」と話す。 さらに「私の患者の中には保育士、 小学校教諭など発達障害、 特

に注意欠陥・多動柾(ADHD)児の扱いに悩み、 精神的に病んだ患者も多く来る。 ニ ュ ース

では『保育士による幼児虐待』として報じられるような事件も私には別の視点の問題を提起し

ているようにも思える。 ADHDの子どもが1組、 1クラスに複数いると、 保育士や教師の負担は

大変なことになるからだ」と話す。

　酒井医師は発達障害にはアルツハイマ ー にも有効とされているフェルラ酸（米ぬかの主成

分）が有効かつ副作用がないとして患者に処方しているが「今後は患者の母子手帳をチェッ

クするなど、 発達障害の原因についての研究も進めていきたい」と語っている。


